
 
 
 
 

会 

員 

連 

絡 
 
 
 

          
 

Ⅰ 

総
会
お
よ
び
大
会
に
つ
い
て 

 
 
 

二
〇
〇
九
年
五
月
一
六
日
（
土
）・
一
七
日
（
日
）
の
両
日
、
本
学
会
第
六
一
回
総
会
及
び
第
六
八
回
大
会
が
慶
應
義
塾

大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
延
べ
約
七
〇
〇
名
で
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

総
会
に
お
け
る
報
告
及
び
議
決
事
項
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
敬
称
略
）
。 

 
 
 
 

議 

長 

挨 
拶 

 
 
 
 

飯
田 

隆 
 
 
 
 

会 

長 

挨 

拶 
 
 
 
 

高
山 

守 
 
 
 
 

一 

般 

報 

告 
 
 
 
 

北
川
東
子 

 
 
 
 

国
際
交
流
活
動
報
告 

 
 
 

種
村
完
司 

前
年
度
決
算
報
告 

 
 
 
 

堀
江 

聡 
 
 
 
 

会
計
監
査
報
告 

 
 
 
 

高
橋
久
一
郎
・
山
田
弘
明 

 
 
 
 

本
年
度
予
算
審
議 

 
 
 
 

堀
江 
聡 

 
 
 
 

編
集
委
員
会
報
告 

 
 
 
 

座
小
田
豊 

若
手
奨
励
賞
表
彰
式 

 
 
 

受
賞
者 

村
山
達
也 

対
象
論
文
：
「
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
直
接
与
件
』
に
お
け
る
問
題
と
実
在
」 

 
 

① 

一
般
報
告 

 
 
 
 

二
〇
〇
八
年
度
日
本
哲
学
会
事
業
報
告
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

 
 

② 

会
計
報
告 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
八
年
度
日
本
哲
学
会
会
計
報
告
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
九
年
度
日
本
哲
学
会
予
算
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

 

Ⅱ 

新
役
員
組
織
に
つ
い
て 

① 

委
員
お
よ
び
会
計
監
査 

郵
送
お
よ
び
大
会
会
場
で
の
投
票
に
よ
る
選
挙
結
果
に
も
と
づ
き
、
次
の
方
々
に
就
任
を
依
頼
し
承
諾
を
得
た
。
投

票
者
総
数
は
、
一
二
二
名
で
あ
っ
た
。
辞
退
者
を
除
く
選
挙
結
果
は
左
記
の
通
り
。 

（
開
票
立
会
人
は
、
榊
原
哲
也
、
鈴
木
泉
の
各
氏
） 

＊ 

全
国
区
（
敬
称
略
）  

野
家
啓
一(

五
三)  

  

高
山 

守(

四
六)  

 
 

飯
田 

隆(

四
四) 

 

北
川
東
子(

四
四)  

 

鷲
田
清
一(
三
六)  

 

伊
藤
邦
武(

三
四)  

   

清
水
哲
郎(

三
○)  

  

一
ノ
瀬
正
樹(

二
六)  

  

牧
野
英
二(

二
六)  

  

山
内
廣
隆(

二
四)  

岡
本
由
起
子(

二
二)   

高
田 

純(

二
二)     

石
崎
嘉
彦(

二
一)  

 
 

小
林
道
夫(

二
○)  

   

大
橋
容
一
郎(

一
六)  

 

加
藤
泰
史(

一
四)     

竹
内
章
郎(

一
四
）    

古
茂
田
宏(

一
二)  

    
   

 
 
 
 

 

＊ 

地
方
区
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 

北
海
道 

地 

区 
 

奥
谷
浩
一
（
三
） 

 
 

新
田
孝
彦(

三) 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

東 

北 

地 

区 
 

座
小
田
豊
（
八
） 

 
 

篠
澤
和
久
（
六
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

関 

東 

地 

区 
 

神
崎
繁(

九) 
 
 
 
 

御
子
柴
善
之
（
三
） 

  
 
 
 

中 

部 

地 

区 
 

金
山
弥
平
（
五
） 

 
 

服
部
裕
幸
（
五
） 

 
 
 
 

近 

畿 

地 

区 
 

入
江
幸
男
（
十
） 

 
 

工
藤
和
男
（
六
） 

 
 
 
 

中
国
・
四
国
地
区 

 

石
田
三
千
雄
（
十
） 

 

松
本
長
彦
（
四
） 

九
州
・
沖
縄
地
区 

 

種
村
完
司(

五)  
 
 
 
 
 
  

円
谷
裕
二(

五) 

※ 

六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
、
会
長
は
高
山
守
氏
に
決
定
し
た
。 

＊ 

会
計
監
査
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

高
橋
久
一
郎 

（
一
九
） 

 

山
田
弘
明 

（
一
六
） 



② 

編
集
委
員 

第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
次
の
会
員
に
編
集
委
員
を
委
嘱
し
た
（
三
十
二
名 

敬
称
略
）。 

石
川  

求 
 

 

石
田
三
千
雄 

 

石
原
孝
二 

 

伊
豆
蔵
好
美 

 

和
泉
ち
え 

 
 

伊
勢
俊
彦 

 
 

伊
勢
田
哲
治 

 

上
枝
美
典 

 
  

上
野  

修 
 

大
越
愛
子 

 
  

荻
野
弘
之 

 
 

柏
端
達
也 

樫  
則
章 

 
 

金
井
淑
子 

 
  

金
山
弥
平 

 

金
子
洋
之 

 
  

工
藤
和
男 

 
 

久
保
田
顕
二 

河
野
哲
也 

 
 

佐
藤
義
之 

 
  

篠
澤
和
久 

 

杉
山
直
樹 

 
  

冨
田
恭
彦 

 
 

直
江
清
隆 

檜
垣
良
成 

 
 

舟
場
保
之 

 
  

別
所
良
美 

 

水
谷
雅
彦 

 
  

望
月
太
郎 

 
 

山
口
誠
一 

山
口
義
久 

 
 

吉
永
和
加 

※
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
、金
山
弥
平
氏
が
編
集
委
員
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

七
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
旨
が
了
承
さ
れ
た
。 

 
 

③ 

事
務
局
長
お
よ
び
事
務
局
幹
事 

事
務
局
校
会
員
の
一
ノ
瀬
正
樹
氏
が
事
務
局
長
に
、
ま
た
榊
原
哲
也
氏
、
鈴
木
泉
氏
が
事
務
局
幹
事
に
就
任
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。 

 
 
 

 

Ⅲ 

来
年
度
大
会
に
つ
い
て 

 
 

① 

開
催
場
所 

 

大
分
大
学 

 
 

② 

日 
 

時 
 

二
〇
一
〇
年
五
月
一
五
日
（
土
）・
一
六
日
（
日
）
の
予
定 

③ 

来
年
度
大
会
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
敬
称
略
）。 

第
一
日
目 

午
前 

一
般
研
究
発
表 

午
後 

総
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
現
代
に
お
け
る
〈
死
〉
」 

 
 

  

提
題
者 

 
 

①
田
中
智
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
交
渉
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
藤
田
真
利
子 

 
 
 

司
会 

 
 

一
ノ
瀬
正
樹
、
大
橋
容
一
郎 

第
二
日
目 

 

午
前
お
よ
び
午
後 

一
般
研
究
発
表 

 

午
後 共

同
討
議
Ⅰ 

「
形
而
上
学
再
考
」 

 
 
 

提
題
者 

 
 

①
坂
下
浩
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
柏
端
達
也 

 
 
 

司
会 

 
 

入
江
幸
男 

 
 

 

共
同
討
議
Ⅱ 

「
哲
学
史
を
読
み
直
す
―
―
マ
ル
ク
ス
」 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

提
題
者 

 
 

①
田
畑 

稔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
麻
生
博
之 

 
 
 

 

司
会 

 
 

高
田 

純 
 
 

 
 
 
 
 
 

④ 

一
般
研
究
発
表
に
つ
い
て 

１ 

応
募
方
法 

下
記
５
に
掲
げ
る
所
定
の
書
式
に
し
た
が
っ
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
た
「
発
表
要
旨
」

と
「
一
般
研
究
発
表
応
募
調
書
」
各
三
部
ず
つ
を
提
出
す
る
こ
と
。
要
旨
と
調
書
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
は
、
メ

ー
ル
添
付
に
て
事
務
局
宛
送
る
こ
と
。 

・
応
募
調
書
（W
o
r
d 
P
D
F
)
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

郵
送
用
封
筒
の
表
に
「
一
般
研
究
発
表
要
旨
在
中
」
と
明
記
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

応
募
し
た
書
類
は
返
却
し
な
い
。 

２ 

応
募
資
格 

日
本
哲
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
応
募
時
に
会
員
で
な
く
と
も
、
入
会
申
込
み
書
を
提
出
す
れ
ば
、

仮
受
領
の
形
で
受
け
付
け
る
。  



３ 

応
募
締
切 

二
〇
〇
九
年
十
一
月
一
三
日
（
第
二
金
曜
日
） 

フ
ァ
イ
ル
：
当
日
中
必
着 

印
刷
物
：
当
日
消
印
有
効  

４ 

審 
 

査 

編
集
委
員
会
で
審
査
・
選
考
す
る
。
結
果
は
大
会
前
の
三
月
ご
ろ
に
通
知
予
定  

５ 

発
表
要
旨 

書
式 

Ｂ
５
サ
イ
ズ
三
枚
以
内
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

横
書
き
、
三
六
字
・
三
五
行
、
フ
ォ
ン
ト
一
〇
ポ
イ
ン
ト
、
上
余
白
三
〇
ミ
リ
、
下
余
白
二
五
ミ
リ
、
左
右

余
白
二
七
ミ
リ
。
頁
番
号
は
つ
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
一
頁
目
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
以
下
の
と
お
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
部
の
八
行
の
う
ち
第
一
行
目
と
第
八
行
目
を
空
行
に
し
て
、
残
り
の
六
行
の
な
か
に
題
目
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
可
能
で
あ
れ
ば
氏
名
の
下
に
所
属
機
関
を
収
め
る
。 

 

題
目
は
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
中
央
、
副
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
一
ポ
イ
ン
ト
ま
た
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
中
央
、

氏
名
は
、
一
一
ポ
イ
ン
ト
ま
た
は
一
二
ポ
イ
ン
ト
右
寄
せ
。
ふ
り
が
な
は
、
ル
ビ
の
体
裁
で
も
、
氏
名
の
直

後
に
丸
括
弧
の
な
か
に
入
れ
て
も
よ
い
。
所
属
機
関
は
、
九
ポ
イ
ン
ト
右
寄
せ
、
丸
括
弧
に
入
れ
る
。 

   
 
 
 
 
 

  * 

ソ
フ
ト
の
仕
様
か
ら
生
じ
る
若
干
の
差
は
許
容
。 

 
 
 
 
 
 
 

 * 

応
募
さ
れ
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
使
用
す
る
の
で
、
こ
の
書
式
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
を
遵
守
す
る

こ
と
。 

 
W

ord

を
お
使
い
の
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
設
定
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

Ⅳ 

公
募
論
文
に
つ
い
て 

１ 
 

論
文
テ
ー
マ 

哲
学
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
未
公
刊
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

※
他
所
で
の
口
頭
発
表
等
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
論
文
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

２ 
 

応
募
資
格 

当
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
日
本
哲
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
前
年
度
の
『
哲
學
』
に
公
募
論
文 

が
掲
載
さ
れ
た
者
を
除
き
ま
す
。 

３ 
 

使
用
言
語 

日
本
語
、
も
し
く
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
。 

４ 
 

原
稿
分
量 

以
下
の
形
式
で
応
募
し
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

日
本
語
、
欧
文
、
い
ず
れ
の
場
合
も
句
点
、
ピ
リ
オ
ド
等
も
字
句
数
に
数
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

枚
数
は
厳
守
の
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

日
本
語
の
場
合
：
本
文
と
注
を
四
〇
字
×
四
〇
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て 

(

改
行
な
ど
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
も

含
め
て)

一
〇
枚
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

欧
文
論
文
の
場
合
：
本
文
と
注
を
含
め
六
〇
〇
〇
語
以
内
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
語
の
全
訳 (

も
し
く
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
順
序
に
忠
実
な
要
約)

 

を
付
す
こ
と
。 

５ 
 

欧
文
要
旨 

 

日
本
語
、
欧
文
論
文
と
も
に
、
三
〇
〇
語
程
度
の
欧
文
要
旨 

(

英
・
独
・
仏
語
の
い
ず
れ
か)

 

と
そ
の
日
本

語
訳
を
作
成
す
る
こ
と
。
要
旨
も
評
価
の
対
象
で
す
の
で
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
な
ど
、
き

ち
ん
と
し
た
も
の
を
提
出
す
る
よ
う
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

６ 
 

提
出
物 

 

●
原
稿 

三
部 

 
 
 
 
 
 

Ａ
４
判
用
紙
に
下
記
の
要
領
で
印
刷
し
て
下
さ
い
。
応
募
原
稿
に
は
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
所
属
機
関
名
を

明
記
の
こ
と
。 

 
 
 
 
*
 

日
本
語
の
場
合
： 

一
頁
四
〇
字
×
四
〇
行
で
印
字
し
た
も
の 

(

本
文
と
注
は
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で)

 

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

欧
文
論
文
の
場
合
：
特
に
印
字
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
語
訳
は
日
本
語
論
文
と
同
じ
形
式
で 

一
頁 

四
〇
字
×
四
〇
行
で
印
字
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 

欧
文
論
文
の
場
合
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
、
チ
ェ
ッ
ク
済
の
証
明
書
と
、
そ
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
経
歴
書 

(

と
も
に 

 
 

書
式
自
由)

各
一
部
添
え
て
く
だ
さ
い
。 

●
欧
文
要
旨
と
そ
の
日
本
語
訳 

各
三
部 

 
 
 

Ａ
４
判
用
紙
に
印
刷
し
て
下
さ
い
。
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
所
属
機
関
名
を
明
記
の
こ
と
。 

 



●
「
応
募
論
文
調
書
」 

 

一 

部 

 
 
 
 
 
 
 
 

指
定
書
式
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

●
上
記
「
原
稿
」
「
欧
文
要
旨
と
そ
の
邦
訳
」
「
応
募
論
文
調
書
」
の
電
子
フ
ァ
イ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
論
文
原
稿
は
ワ
ー
プ
ロ
用
の
フ
ァ
イ
ル
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の 

二 

種
類)

 

７ 

提
出
要
領 

 
●
フ
ァ
イ
ル 

論
文
原
稿
、
欧
文
要
旨
及
び
そ
の
邦
訳
、
応
募
論
文
調
書
を
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本
哲
学

会
事
務
局 
（ni

t
t
e
tu
@
p
h
il
o
s
o
ph
y
-
j
ap
a
n
.
or
g
)
 
 

ま
で
送
る
こ
と
。 

●
印
刷
物 

 

必
要
部
数
を
揃
え
、
封
筒
の
表
に
「
公
募
論
文
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
上
、
日
本
哲
学
会
事
務
局
宛
に
郵
送

の
こ
と
。
事
務
局
の
住
所
は
、
本
会
員
連
絡
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
提
出
さ
れ
た
原
稿
等
は
返
却

さ
れ
ま
せ
ん
。 

８ 
 

応
募
締
切 

随
時
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
哲
學
』
次
号
掲
載
の
た
め
の
締
め
切
り
目
安
は 

六
月
末
で
す
が
、
そ

の
期
日
内
に
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
て
も
、
採
用
さ
れ
た
論
文
の
数
が
多
い
場
合
や
、
書
き
直
し
等
に
よ

り
審
査
に
日
数
を
要
す
る
場
合
な
ど
、
次
々
号
以
降
に
掲
載
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

９ 
 

審
査 

 
 

編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
審
査
・
選
考
し
ま
す
。
審
査
の
過
程
で
問
題
点
を
応
募
者
に
指
摘
し
、
書
き

直
し
の
要
求
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
果
と
理
由

を
通
知
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
審
査
の
過
程
が
論
文
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
結
果
の
通
知
は
随
時
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

※
か
つ
て
「
不
採
用
」
と
判
定
さ
れ
た
応
募
者
が
、
新
た
に
論
文
を
投
稿
し
、
こ
の
新
規
投
稿
論
文
が
旧
論

文
と
ほ
ぼ
同
内
容
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
「
二
重
投
稿
」
と
み
な
さ
れ
て
「
不
採
用
」
と
な
り
ま
す
。 

 

※
書
き
直
し
再
投
稿
、
字
句
修
正
指
示
を
受
け
た
修
正
稿
を
提
出
す
る
場
合
は
、
論
文
原
稿
、
欧
文
要
旨
及

び
そ
の
邦
訳
、
論
文
調
書
を
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
日
本
哲
学
会
事
務
局
ま
で
送
付
し
、
印
刷

物
は
採
用
が
確
定
し
た
後
指
示
を
受
け
て
か
ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

※
欧
文
論
文
の
場
合
は
、
書
き
直
し
再
投
稿
、
修
正
稿
の
審
査
結
果
が
出
た
後
、
改
め
て
確
定
稿
に
つ
い
て

ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ⅴ 

そ
の
他 

①
会
費
納
入
の
お
願
い 

二
〇
〇
九
年
度
会
費
を
未
納
の
方
は
至
急
お
納
め
下
さ
い
。
今
年
度
会
費
（
六
〇
〇
〇
円
）
を
含
め
た
ご
請
求
額
は

封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
振
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
納
入
会

費
に
超
過
分
の
あ
る
方
に
は
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）
ま
た
、
会
費
未
納
三
年
以
上
の
方
は
会
員
資
格
に

か
か
わ
る
重
大
な
お
知
ら
せ
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
未
納
分
の
会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。

な
お
、
ご
請
求
金
額
は
二
〇
〇
九
年
七
月
十
七
日
現
在
の
資
料
（
会
費
年
度
は
、
三
月
一
日
か
ら
翌
年
の
二
月
末
ま
で
）

に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。
行
き
違
い
の
節
は
ご
容
赦
下
さ
い
。
領
収
証
は
郵
便
振
替
用
紙
の
払
込
票
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

②
会
員
資
格
に
つ
い
て 

近
年
連
絡
先
不
明
の
長
期
会
費
未
納
会
員
の
方
が
多
く
、
日
本
哲
学
会
の
運
営
お
よ
び
財
政
上
不
都
合
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
日
本
哲
学
会
で
は
、
会
費
未
納
猶
予
期
間
四
年
以
上
会
費
未
納
の
会
員
は
、
日
本
哲
学
会
会
員
資
格
を
停
止

す
る
も
の
と
し
、
学
会
誌
『
哲
學
』
等
の
発
送
も
停
止
し
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
期
間
が
三
年
以
上
に
な
る
会
員

の
方
に
は
、
書
面
に
て
そ
の
旨
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
年
目
の
会
費
年
度
中
に
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
は
、
会
員
資
格
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
会
員
資
格
を
停
止
さ
れ
た
方
が
資
格
の

復
活
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
会
費
未
納
期
間
分
の
会
費
（
二
四
〇
〇
〇
円
分
）
の
支
払
い
を
条
件
と
い
た
し
ま
す
。 

 



③
『
哲
學
』
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
に
つ
い
て 

日
本
哲
学
会
で
は
、
会
誌
『
哲
學
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
電
子
化
し
公
開
す
る
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
作
業
を

企
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
〇
年
度
、
独
立
行
政
法
人
・
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
採
択
を
受
け
、
Ｊ

Ｓ
Ｔ
が
運
用
す
るJ

o
ur
n
a
l
@r
c
h
i
ve

（h
tt
p
:
/
/w
w
w
.
jo
u
r
na
l
a
r
c
h
iv
e
.
j
st
.
g
o
.j
p
/

）
に
お
い
て
、
会
誌
『
哲
学
』

創
刊
号
か
ら
五
八
号
ま
で
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
二
〇
〇
九
年
七
月
公
開
）
。
五
九
号
以
降
は
、J-S

T
A
G
E

（h
t
t
p
:/
/
w
w
w.
j
s
t
ag
e
.
j
st
.
g
o
.j
p
/
b
ro
w
s
e
/-
c
h
a
r/
j
a

）
に
て
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

④
著
作
権
譲
渡
に
関
す
る
異
議
申
し
立
て
に
つ
い
て 

 

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
に
伴
い
ま
し
て
、
昨
年
一
二
月
末
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
『
哲
學
』
六
〇
号
、
会
員
連
絡(

二

〇
〇
九
年
年
四
月
発
行)
を
通
じ
て
、
創
刊
号
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
以
前
の
論
文
に
つ
い
て
の
著
作
権
譲
渡
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
五
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
著
作
権
譲
渡
に
関
す
る
異
議
申
し

立
て
の
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。 

著
作
権
規
定
に
明
記
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
著
作
権
が
本
会
に
帰
属
し
て
も
、
著
作
者
自
身
に
よ
る
利
用
を
妨
げ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
会
か
ら
の
「
著
作
権
譲
渡
の
お
願
い
」
の
通
知
が
す
べ
て
の
著
作
権
者
、
ま
た

は
相
続
権
を
持
つ
遺
族
の
方
の
目
に
触
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
通
知
を
知
る
機
会
が
な
か
っ

た
等
の
理
由
で
期
限
後
に
該
当
者
か
ら
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
当
該
論
文
の
公
開
は
そ
れ
以
後
の
適
当
な
時
期
を
も
っ

て
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

⑤
会
員
名
簿
に
つ
い
て 

名
簿
は
従
来
、
二
年
毎
に
発
行
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
が
発
行
の
年
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
員
よ
り
、
会
員

選
挙
に
合
わ
せ
て
発
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
委
員
会
に
お
い
て

種
々
議
論
の
結
果
、
今
年
度
の
名
簿
発
行
は
見
送
り
、
来
年
（
す
な
わ
ち
次
回
選
挙
前
年
）
の
夏
に
次
の
名
簿
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
は
従
来
ど
お
り
、
二
年
毎
に
、
会
員
選
挙
前
年
の
夏
に
発
行
さ
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
二
〇
〇
七
年
七
月
の
前
回
名
簿
発
行
以
来
、
名
簿
変
更
の
会
員
の
方
が
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
た
び
の
会
員
連
絡
に
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
三
十
一
日
現
在
の
簡
易
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。 

 ⑥
事
務
局
移
転
の
お
知
ら
せ 

当
事
務
局
は
、
慶
応
義
塾
大
学
か
ら
東
京
大
学
に
移
転
い
た
し
ま
し
た
。 

 東
京
大
学 

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
哲
学
研
究
室
内 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

 

〒
一
一
三-

〇
〇
三
三 

東
京
都
文
京
区
本
郷
七-

三-

一 
 

電
子
メ
ー
ル:

 n
i
t
t
et
u
@
p
hi
l
o
s
op
h
y
-
ja
p
a
n
.o
r
g
 
 

電
話:

 
0
9
0-
3
8
0
2-
5
1
1
4
 

（
な
お
、
事
務
局
員
は
常
勤
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
の
お
問
合
せ
等
は
な
る
べ
く
郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。 

 

以
上 

二
〇
〇
九
年
七
月
末
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

 

会 

員 

各 

位 


